
「神奈川県食品ロス削減推進計画（改定素案）」に関する提出意見及びこれに対する県の考え方

１ 意見募集期間
令和７年10月８日（水曜日）から11月10日（月曜日）

２ 意見募集の結果
意見提出件数 10件

【意見の内訳】
件数

ア 計画全般について 0

イ 計画の趣旨、現状・課題について 1

ウ 計画の目指す姿と施策の方向性、削減目標について 0

エ 推進施策について 7

オ 各主体の役割、計画の推進について 1

カ その他 1

10

【意見の反映状況】
件数

Ａ ご意見は計画に反映しました 2

Ｂ ご意見の趣旨は既に計画素案に盛り込まれています 7

Ｃ ご意見は今後の取組の参考とします 0

Ｄ ご意見は計画に反映できません 0

Ｅ その他 1

10
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３ 提出意見に対する県の考え方

No
意見

分類
意見

反映

区分
県の考え方

1 エ

外食の際、つい注文し過ぎてしまうことがある。もったいない

と思って、持ち帰ろうとしても、持ち帰りに対応してくれるお

店がまだまだ少ない。持ち帰りに対応してくれるお店が増える

ようにしてほしい。

B
食べ残しの持ち帰りについては第２章第３節に記載しております。ご意見を

踏まえて今後も取組を進めてまいります。

2 エ
これからの人口減少、担い手不足の状況でも食品ロス対策を進

めるため、デジタル技術を積極的に導入した方がいいと思う。
B
デジタル技術の活用については第５章第５節の１に記載しております。ご意

見を踏まえて今後も取組を進めてまいります。

3 エ

先日、県が発表していた、ロスゼロ神奈川大作戦は、すごくい

い取組だと思った。多くの人に使ってもらうためにも計画に記

載した方がいいと思う。

A ご意見を踏まえて第５章第５節のコラムに追記しました。

4 イ

環境省のホームページを見たら、2023年度の食品ロス量が発表

されていた。神奈川県の計画でも2023年度のデータに更新でき

ないのか。

A ご意見を踏まえて2023年度のデータに更新しました。

5 オ

食品ロスにならないように、必要以上に食材を購入しないこ

と。その日に必要な分だけ作り、過剰に作りすぎないようにす

べき。そうすれば、食品ロスはなくなる。

B

第６章第１節消費者の役割の具体的な行動例に、「使い切れる量を考えて購

入する」、「食卓に上げる食事は食べきれる量にする」と記載しており、今

後も消費者への啓発に努めてまいります。

6 エ
賞味期限と消費期限の違いについて、消費者が正しく理解でき

るよう、啓発に力を入れてほしい。
B
賞味期限と消費期限の違いについては第５章第１節の１のコラムに記載して

おります。ご意見を踏まえて今後も周知に努めてまいります。

意見の反映状況（反映区分）：Ａ ご意見は計画に反映しました／Ｂ ご意見の趣旨は既に計画素案に盛り込まれています／

              Ｃ ご意見は今後の取組の参考とします／Ｄ ご意見は計画に反映できません／Ｅ その他

意見の内訳（意見分類）：ア 計画全般について／イ 計画の趣旨、現状・課題について／

            ウ 計画の目指す姿と施策の方向性、削減目標について／エ 推進施策について／

            オ 各主体の役割、計画の推進について／カ その他
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意見の反映状況（反映区分）：Ａ ご意見は計画に反映しました／Ｂ ご意見の趣旨は既に計画素案に盛り込まれています／

              Ｃ ご意見は今後の取組の参考とします／Ｄ ご意見は計画に反映できません／Ｅ その他

意見の内訳（意見分類）：ア 計画全般について／イ 計画の趣旨、現状・課題について／

            ウ 計画の目指す姿と施策の方向性、削減目標について／エ 推進施策について／

            オ 各主体の役割、計画の推進について／カ その他

7 エ

普段の買い物をしているときに、棚の奥の方から商品を手にし

ている人がまだまだいる。「手前どり」の重要性について、

もっと周知したほうがいいと思う。

B
てまえどりについては第５章第２節の１のコラムに記載しております。ご意

見を踏まえて今後も周知に努めてまいります。

8 エ
食品ロス削減のためには、県民や事業者の協力が不可欠であ

る。様々な媒体を用いて、周知をしてほしい。
B
様々な媒体を活用した周知については、県広報誌の活用など第５章第１節の

１に記載しております。ご意見を踏まえて今後も周知に努めてまいります。

9 エ

最近の物価高で、食支援が必要な方が増えていると思う。そう

いった方々を支えるため、フードドライブの取組がもっと広

がってほしい。

B
フードドライブの取組については第５章第５節の１に記載しております。ご

意見を踏まえて今後も取組を進めてまいります。

10 カ

県の課題として家庭系では食べ残し、事業系では飲食店におけ

る取組が重要ということがわかった。県の課題を踏まえてこれ

からも取組を進めてほしい。

E
ご意見を踏まえて、県の課題を意識して食品ロス削減の取組を進めてまいり

ます。
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